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社会の高齢化に伴い，高齢者対応機器が開発される例も増えているが，多機能

化する IT 機器の操作がうまくできないという高齢者の声は依然として多い．特に，
ATM（Automatic Teller Machine）は，高齢者の苦手な機器の一つとしてしばしば
取り上げられる．本研究では ATM を事例とし，シーケンスメニューに従い一定

手順での操作を必要とする GUI（Graphical User Interface）仕様の手順型操作機器
のインタフェース設計を取り扱う．  

これまでにも，様々な機器のインタフェースに対して，高齢者配慮が行われて

きたが，その配慮の多くは，「見やすい」大きな表示や「押しやすい」大きなボタ

ンなど，視覚機能あるいは身体運動機能への加齢配慮が中心となっており，操作

の「わかりやすさ」といった認知機能への配慮が不十分である．このことが機器

を使えないとの高齢者の訴えの大きな要因と考えられ，見やすさや押しやすさに

加えて，加齢による認知機能の低下を配慮し，高齢者の認知特性を考慮した「わ

かりやすい」インタフェースの設計が必要と考えられる． 

 人間工学や心理学の先行研究において，高齢者の認知機能低下に関する様々な

報告が見られ，インタフェース研究においても高齢者の操作上の問題が報告され

ている．この認知機能の低下が機器操作に影響を与えると考えられ，認知機能テ

ストを用いて，高齢者を記憶低下群や注意機能低下群などに分け，機器操作にお

ける問題との関係性を解明しようとする研究も見られているが[鈴木ら,2008]，両

者の関係性を明らかにすることは難しく，このため，既存の高齢者対応の設計指

針においても，認知機能への配慮事項は抽象的な記述にとどまっている． 

そこで本研究では，高齢ユーザの円滑な機器操作を支援することを目標に，高

齢ユーザに対する認知的ユーザビリティを考慮した，操作がわかりやすいインタ

フェースを提案することを目的とする．具体的には機器操作をする際の認知活動

において，高齢者の行動特性と操作傾向を「認知行動特性」として捉え，この認

知行動特性に注目し，ここからインタフェース設計において配慮すべき事項を検

討することとする．さらに「情報認識」が重要と考え，その支援手段として注意

の焦点化方式に着目した２方式を提案し，その有効性を検証する．なお本研究で

は「高齢ユーザ」とは，60歳以上の高齢者で，ATM 等 IT 機器やシステムに対し
ては，苦手意識を持っている者であり，加齢に伴い低下した認知機能を補うよう

な配慮によって，自立した生活パフォーマンスを維持できると期待される者を前

提とする．「認知的ユーザビリティ」とは，ユーザが目標達成するため，操作方法

がわかること，特に本研究では，画面上の情報を的確に選択できることを重視す

る．「情報認識」とは，画面上の情報を獲得するために，見るべき情報に注意が向

けられた行為とする． 

機器操作における人間の情報処理を「知覚・認知・動作」の段階に分けると，

ATM 操作における振込課題を例とした場合，ユーザ側（人間側）は，画面が表示
されると知覚段階で「表示を見る」．認知段階では，画面上の見るべき位置に視線
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を移動させ，見るべき位置に視線を動かし「情報認識」を行い，何をすべきか「内

容理解」し，提示された選択肢を「探索」し，目標に合致した選択肢の選択を行

う．この後，動作段階では，探索後に選択・確認ボタンを押下する．さらに，こ

の動作により選択された事項が正しかったのか「確認」を行う．それをユーザの

目標に必要な入力項目（ステップ）の数だけ繰り返し，最後に入力したすべての

項目を確認する．本研究では，この認知活動に焦点を当てるが，先行研究におい

て，操作ガイダンスの情報がうまく活用できない[栗川ら，2000]，画面情報の理

解に手間取る[原ら，2005]など，「情報認識」段階で躓き，その後の操作に問題を

生じさせていることが示唆されていることから，特に，認知活動の最初に行う「情

報認識」に着目する．すなわち，本研究の仮説として，見るべき位置に注意を向

けさせることで（注意の焦点化），情報認識がしやすくなると考え，そのための２

つの方式を提案し，その検証を行う． 

まず，画面上に提示される「情報整理」をすることで，自然に見るべき情報に

注意を向かせる方式を提案する．従来，インタフェース設計では，人の視線は左

上から右下に動くものである，という「グーテンベルグの法則」の考え方をもと

に，情報やボタンなどをどのように配置すべきか検討されてきた．ATM もこの法
則をもとにインタフェース設計を行ってきたが，操作の複雑化に伴う画面情報の

増加により，瞬時に必要な情報を抽出することが苦手な高齢者は，見るべき情報

を探すことができず，操作に迷いが生じていると考えられる．したがって，仮説

として現状の画面上の情報を必要な情報だけに整理することで，高齢者も自然に

見るべき情報に注意を向けさせことができると考えられる．この際，ただ情報整

理をするだけではなく，高齢者の機器操作の問題から，どのような配慮をすれば

よいのか検討する必要があると考えられる．そのために，機器操作における高齢

者の認知行動特性を明らかにし，その配慮事項の検討を行う．このことで，「情報

整理」により情報認識を促すとともに，内容理解・探索・確認の認知活動も同時

に支援することができ，よりわかりやすいインタフェース設計を可能にすると考

えられる．したがって，情報整理を基本仕様として，認知行動特性の認知的配慮

点を反映させたインタフェースを設計し，有用性を検討する．  

次に，画面上の情報を減らし，整理することができない場合の注意の焦点化の

方式として音声ガイダンスと連動して，視線を誘導する視覚ガイダンスを付加す

る方式（「ダイナミックガイダンス」）を提案する．これは，具体的には本研究で

は音声ガイダンスのペースに合わせて，画面上の該当項目もハイライトするよう

な視覚的な誘導ガイダンス（音声ガイダンスに連動して視覚ガイダンスも動く）

の方式であり，この有用性を検討する．これにより，仮説として高齢者の注意が，

画面上の見るべき位置に集中しやすくなり，円滑な操作を積極的に促すことが出

来ると期待される．この方式を視覚ガイダンスと音声ガイダンスが連動すること

から，本研究では「ダイナミックガイダンス」と呼び，その効果を検討する．ま
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た，このダイナミックガイダンスは，「情報認識」だけでなく，認知活動の内容理

解・探索・確認の支援も可能であると考えられる． 

本研究では，上記の２方式について，次の手順により検討を行う．まず，現状

ATM のユーザビリティ実験から認知的配慮点（設計指針）について検討を行う，

次に，注意の焦点化を行う方式である「情報整理」と「ダイナミックガイダンス」

についてインタフェースを設計し，実験を通して，各提案方式の有効性を検証す

る． 

なお，本研究は，ATM を例にして検討を行ったが，同様のタスク特性を持ち，

同様の GUIを搭載した手順型操作機器にも適用できると考えられる． 
本論文は，8章から構成され，第 1章では，緒言として，本論文の研究背景お

よび研究課題，研究の目的を述べ，第 2章では，本研究における仮説，その仮説

検証のための研究方法について述べる．第 3章では，若年ユーザのユーザビリテ

ィの配慮はされているが加齢配慮のされていない，現在多くの銀行で一般的に使

用されている ATM を模した ATM シミュレータ（従来 ATM）において，ユーザビ
リティ実験を行い，ATM 操作における高齢者の認知行動特性を明らかにし，認知
行動特性を考慮した配慮点（設計指針）を検討する．第 4章では，注意の焦点化

を行う画面の「情報整理」を基本仕様とし，第 3章で導き出された配慮点から検

討を行い，高齢ユーザ向けの提案 ATM（加齢配慮システム）のインタフェース設
計を行い，シミュレータを開発し，従来 ATM シミュレータによる比較実験によ

り配慮点の有効性について検証を行う．その結果，加齢配慮システムは，従来 ATM
に比べ，操作時間の短縮，エラーの低減，操作不安などの心理的負荷の低減の効

果が見られ，認知行動特性から作られた配慮点は，設計指針として有効であると

認められ，特に情報整理による方式の有効性が認められた．第 5章では，画面上

の見るべき位置への視線誘導について議論し，「ダイナミックガイダンス」の提案

を行う．その上で，この方式は半ば強制的に視線を誘導するため，提示スピード

が重要であり，提示スピードと提示範囲について予備実験を行う．第 6章では，

第 4章で設計した加齢配慮システム（情報整理画面）と従来システム（情報が多

い画面）にダイナミックガイダンスを搭載し，操作支援の効果について検証する．

その結果，情報が整理されている場合は，ダイナミックガイダンスの効果は見ら

れなかったが，情報が多い場合は探索時間や確認時間などを短縮するなど，操作

支援効果が見られ，この方式の有効性が認められた．これらの結果から，ダイナ

ミックガイダンスの設計指針を提案した．第 7章では，総合考察として，得られ

た成果を高齢ユーザ対応のインタフェース設計の検討ステップとしてまとめた．

また，各提案方式について，注意機能の先行研究からの妥当性について述べた．

第 8章では，結言として本論文のまとめを行い，今後の課題および展望を述べた．  
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